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共愛学園前橋国際大学学則 

                                  (1999 年４月１日制定) 

 

第１章 目的 
 

（目的） 

第１条 本学は、教育基本法・学校教育法の定めるところに従い、キリスト教主義に基づいて、人格を

涵養し、高い教養と専門的知識を授け、有為円満で、学園名に表されている共愛・共生の精神を実践

できる人材を育成することを目的とする。 

（自己点検・評価） 

第２条 本学は、前条の目的を達成するため、研究教育活動等の状況について自ら点検及び評価を行

う。 

２ 前項の点検及び評価に関する事項は別に定める。 

 

 

第２章 基本組織 
 

（学部・学科及び学生定員） 

第３条 本学に次の学部を置く。 

国際社会学部  

デジタル共創学部 

２ 前項の学部に置く学科及び専攻とその学生定員は次のとおりとする。  

学部 学科 専攻 入学定員 3 年次編入 収容定員 

国際社会学部 国際社会学科 
国際社会専攻 ２００人 

４人 
８００人 

地域児童教育専攻 ５０人 ２００人 

デジタル共創学部 デジタル共創学科 － １００人 － ４００人 

計 ３５０人 ４人 １，４０４人 

３ 前項の学部・学科の目的は次のとおりである。 

国際社会学部国際社会学科： 

国際社会のあり方について見識と洞察力を持ち、国際化に伴う地域社会の諸課題に対処するこ

とのできる人材を養成することを目的とする。 

デジタル共創学部デジタル共創学科： 

デジタル技術についての見識を活かし、他者と共に Well-being な社会を創造できる人材を育

成することを目的とする。 

（修業年限）  

第４条 本学の修業年限は４年である。  

 

 

第３章 教職員 
 

（教職員組織）  

第５条 本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員及びその他必要な職員

を置く。  

 

 

第４章 教授会 
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（教授会） 

第６条 本学に、教授会を置く。 

（教授会の構成）  

第７条 教授会は、学長及び全学の基幹教員をもって組織する。ただし、学長が必要と認めた場合は、

その他の教職員を参加させることができる。  

２ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり審議を行うものとする。  

（１）学生の入学、卒業及び課程の修了。 

（２）学位の授与。 

（３）教育課程に関すること。  

（４）学生の退学、休学、復学、転学、留学、除籍及び賞罰等、学生の身分に関すること。 

（５）学生の試験に関すること。 

（６）教員の人事・教育研究業績の審査に関すること。 

（７）学則その他学内の教育関係諸規程に関すること。 

（８）その他本学の教育及び研究に関する重要事項。 

（教授会の運営）  

第８条 教授会の運営に関する規程は、別に定める。 

 

 

第５章 授業日 
 

（学年） 

第９条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

（学期） 

第 10 条 学年を次の２学期に分ける。 

前学期 ４月１日から９月 30 日まで  

後学期 10 月１日から翌年３月 31 日まで  

２ 必要がある場合は、学長は、前項の学期の開始日及び終了日を変更することができる。 

（授業日数） 

第 11 条 １年間の授業日数は、定期試験等の日数を含め、35 週にわたることを原則とする。 

（休業日） 

第 12 条 休業日は、次の通りとする。 

（１）日曜日 

（２）国民の祝日に関する法律(昭和 28 年法律第 178 号)に定める休日 

（３）共愛学園の創立記念日  ２月 29 日 

（４）共愛学園の創立記念祝日 10 月 29 日 

（５）夏期休業  8 月 6 日から９月 18 日まで 

（６）冬期休業  12 月 23 日から翌年１月 4 日まで 

（７）春期休業  ２月 1 日から３月 31 日まで 

２ 必要がある場合は、学長は、前項の休業日を変更し、又は臨時の休業日を定めることができる。 

 

 

第６章 学生資格 
 

（入学資格）  

第 13 条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）高等学校を卒業した者 

（２）中等教育学校を卒業した者 

（３）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者  

（４）外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定した者  

（５）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課
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程を修了した者  

（６）文部科学大臣の指定した者  

（７）大学入学資格検定規定(昭和 26 年文部省令第 13 号)により文部科学大臣の行う大学入学資格検定

に合格した者 

２ 第３年次に編入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）大学、短期大学又は高等専門学校を卒業した者  

（２）大学に２年以上在学し、62 単位以上を修得した者 

（３）その他法令により大学への編入学を認められた者 

（入学の時期）  

第 14 条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、再入学については学期の始めとすることができ

る。 

（入学の出願） 

第 15 条 本学への入学を志願する者は、入学願書に所定の入学検定料及び別に定める書類を添えて願

い出なければならない。 

（入学者の選考） 

第 16 条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

（入学手続き及び入学許可） 

第 17 条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに誓約書・身元保証書

その他 所定の書類を提出するとともに、所定の学納金を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

（再入学） 

第 18 条 本学に再入学を志願する者があるときは、選考の上、相当学年に入学を許可することがあ

る。 

２ 再入学の取扱いについては別に定める。 

３ １項の規定により入学を許可された者の在学すべき年数については、教授会の議を経て、学長が決

定する。 

（最長在学期間） 

第 19 条 第１年次に入学した者は８年を超えて在学することができない。  

２ 第３年次に編入学した者は４年を超えて在学することができない。  

３ 再入学した者は、その者の在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学することができない。  

（休学）  

第 20 条 疾病その他やむを得ない理由により２ヶ月以上就学することができない者は、学長の許可を

得て休学することができる。  

２ 疾病のため就学することが適当でないと認められる者については、学長は、休学を命ずることがで

きる。 

（休学の期間）  

第 21 条 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度として休学期

間の延長 を認めることができる。 

２ 休学期間は、通算して３年を超えることができない。 

３ 休学期間は、第 19 条及び第 38 条の在学期間には算入しない。 

（復学） 

第 22 条 休学期間中に、その理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。 

（留学） 

第 23 条 外国の大学又は短期大学で学修しようとする者は、学長の許可を得て、休学せずに留学する

ことができる。 

２ 前項の留学の期間は、第 19 条及び第 37 条の在学期間に算入する。 

（転学） 

第 24 条 他の大学への入学又は転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなければならな

い。  

（退学）  

第 25 条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 
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（除籍） 

第 26 条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て学長が除籍する。 

（１）授業料あるいはその他の納付金の納付を怠り、催促してもなお納付しない者  

（２）第 19 条に定める最長在学期間を超えた者  

（３）第 21 条第２項に定める休学期間を超えてなお就学できない者  

（４）長期間にわたり行方不明の者  

 

 

第７章 教育課程 
 

（単位の計算方法） 

第 27 条 授業科目の単位数は、原則として次の基準による。 

（１）講義については、15 時間の授業をもって１単位とする。ただし、別に定める授業科目について

は、30 時間の授業をもって１単位とする。 

（２）演習については、30 時間の授業をもって１単位とする。ただし、別に定める授業科目について

は、15 時間の授業をもって１単位とする。 

（３）実験、実習及び実技については、45 時間の授業をもって１単位とする。ただし、別に定める授

業科目については、30 時間の授業をもって１単位とする。 

 （授業科目及び卒業要件） 

第 28 条 授業科目・単位数及び卒業要件は、履修規程に定めるところによる。 

２  教育職員免許状授与の所要資格を取得しようとするものは、教員免許法、及び教育職員免許法施行

規則に 定める所要の単位を取得しなければならない。 

３ 前項の資格を取得させることのできる教育職員免許状の種類は履修規程に定めるところによる。 

４ 各教科の指導法及び教育の基礎的理解に関する科目等の授業科目及び単位数は、履修規程に定める

ところによる。 

５ 多様なメディアを高度に利用する学修に関する事項は、履修規程に定めるところによる。 

（単位の授与） 

第 29 条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

（学習の評価） 

第 30 条 授業科目の試験の成績は、秀・優・良・可・不可又は認の 6 種類の評語をもって表示し、

秀・優・良・可又は認を合格とする。 

（第１年次入学者の既修得単位の取扱い） 

第 31 条 第１年次に入学した者について、教育上有益と認めるときは、入学前に大学・短期大学又は

高等専門学校（外国の大学又は短期大学を含む）その他文部科学大臣が大学教育に相当する水準を有

すると認めた教育施設等において修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む）を、本学

において修得したものとして認定することができる。 

２ 前項の単位認定は、合わせて 60 単位を超えない範囲で行う。 

（編入学者の既修得単位の取扱い） 

第 32 条 第３年次編入学者が入学前に大学・短期大学又は高等専門学校（外国の大学又は短期大学を

含む）その他文部科学大臣が大学教育に相当する水準を有すると認めた教育施設等において履修した

ところの授業科目及び単位数（科目等履修生として修得した単位を含む）の取扱いについては、別に

定める。 

（再入学者の既修得単位の取扱い） 

第 33 条 再入学者が入学前に大学・短期大学又は高等専門学校（外国の大学又は短期大学を含む）そ

の他文部科学大臣が大学教育に相当する水準を有すると認めた教育施設等において履修したところの

授業科目及び単位数（科目等履修生として修得した単位を含む）の取扱いについては、教授会の議を

経て、学長が決定する。 

（他の大学等における授業科目の履修等） 

第 34 条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議により、学生に当該他大学等の

授業科目を履修することを許可することができる。 

２ 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位については、60 単位を限度として、本
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学において修得した単位として認定することができる。 

（外国の大学等における授業科目の履修等） 

第 35 条 教育上有益と認めるときは、外国の大学又は短期大学との協議により、学生に当該外国の大

学等への留学を許可し、その学習の成果について、60 単位を限度として、本学において修得した単

位として認定することができる。 

（他の大学等において修得した単位の本学における単位認定の限度）  

第 36 条 前２条の規定により他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む）において修得

した単位について、本学において修得したと認めることができる単位数は、すべてを合わせて、60

単位を超えない範囲とする。 

(長期にわたる教育課程の履修) 

第 37 条 学生が職業を有している等の事情により、第 4 条に規定する修業年限を超えて一定の期間に

わたり計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を申し出たときは、長期履修規程の定め

るところにより、その計画的な履修を認めることができる。 

 

 

第８章 卒業及び学位 
 

（卒業） 

第 38 条 次の各号の一に該当し、なおかつ履修規程に定める卒業要件を満たした者に対して、教授会

の議を経て学長が卒業を認定する。 

（１）本学に４年以上在学した者 

（２）本学の第３年次に編入学し、２年以上在学した者 

（３）本学に再入学し、その者の在学すべき期間以上在学した者 

２ 学長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書を授与する。 

（学位） 

第 39 条 学長は、卒業を認定した者に対して、次の学位を授与する。 

国際社会学部卒業認定者  学士（国際社会） 

デジタル共創学部卒業認定者  学士（デジタル共創） 

 

 

第９章 学生の賞罰 
 

（表彰）  

第 40 条 学生として表彰に価する行為があった者は、教授会の議を経て、学長が表彰することができ

る。 

（罰則） 

第 41 条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、教授会の議を経て、

学長が懲戒する。 

２ 懲戒は、退学・停学及び訓告とする。 

３ 退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

（１）性行不良で改善の見込がない者 

（２）正当な理由がなくて出席常でない者 

（３）本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

 

第 10 章 研究生・科目等履修生・特別聴講学生及び外国人留学生 
 

（研究生） 

第 42 条 本学において特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、教育研究に

支障のない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生を志願することができる者は、大学を卒業した者、又はこれと同等以上の学力があると認め
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られた者とする。 

３ 研究期間は１年とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を更新することができる。 

（科目等履修生） 

第 43 条 本学において特定の授業科目を履修することを志願する者があるときは、本学の教育に支障

のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入学を許可することができる。 

２ 科目等履修生で、授業科目を履修しその試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

（特別聴講学生） 

第 44 条 他の大学・短期大学又は高等専門学校の学生で、本学において授業科目を履修することを志

願する者があるときは、当該他大学等との協議に基づき、特別聴講学生として入学を許可することが

できる。 

（外国人留学生） 

第 45 条 外国人で大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者があると

きは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することができる。 

（研究生等に関する規定） 

第 46 条 研究生・科目等履修生・特別聴講学生及び外国人留学生に関する規程は、別に定める。 

 

 

第 11 章 学費 
 

（学費の金額及び納入期） 

第 47 条 入学検定料・入学料・授業料及びその他の納付金の金額及び納入期は、学費等納入規程で別

に定める。 

（休学の場合の学費） 

第 48 条 休学を許可され又は命ぜられた者については、休学した月の翌月から復学した月の前月まで

の授業料及び施設設備費を免除する。 

（復学の場合の学費） 

第 49 条 前期又は後期の中途において、復学した者は、復学した月から当該期末までの授業料及び施

設設備費を、復学した月に納付しなければならない。 

（学年の中途で卒業する場合の学費） 

第 50 条 学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの月までの授業料及び施設設備費を納

付するものとする。 

（退学及び停学の場合の学費） 

第 51 条 前期又は後期の中途で退学し又は除籍された者の当該期分の授業料及び施設設備費は徴収す

る。 

２ 停学期間中の授業料及び施設設備費は徴収する。 

（特別の場合の学費） 

第 52 条 経済的理由によって納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる場合、又はその他やむを

得ない事情があると認められる場合は、授業料及び施設設備費の全部もしくは一部を免除し、又は徴

収を猶予することがある。 

（研究生等の学費） 

第 53 条 研究生・科目等履修生・特別聴講学生の入学検定料・授業料及びその他の納付金について

は、別に定める。 

（納付した学費） 

第 54 条 納付した入学検定料・入学料・授業料及びその他の納付金は返還しない。 

 

 

第 12 章 公開講座 
 

（公開講座） 

第 55 条 社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設することができる。 
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附 則  

１ この学則は、1999 年４月１日から施行する。 

２ この学則は、2000 年４月１日から施行する。 

３  この学則は、2001 年４月１日から施行する。 

４  この学則は、2002 年４月１日から施行する。 

５  この学則は、2003 年４月１日から施行する。 

６ この学則は、2004 年４月１日から施行する。 

７ この学則は、2005 年４月１日から施行する。 

８ この学則は、2006 年４月１日から施行する。 

９ この学則は、2007 年４月１日から施行する。 

10 この学則は、2008 年４月１日から施行する。 

11 この学則は、2009 年４月１日から施行する。 

12 この学則は、2010 年４月１日から施行する。 

13 この学則は、2011 年４月１日から施行する。 

14 この学則は、2012 年４月１日から施行する。 

15 この学則は、2013 年４月１日から施行する。 

16 この学則は、2014 年４月１日から施行する。 

17 この学則は、2015 年４月１日から施行する。 

18 この学則は、2018 年４月１日から施行する。 

19 この学則は、2019 年４月１日から施行する。 

20 この学則は、2021 年４月１日から施行する。 

21 この学則は、2025 年４月１日から施行する。 

22 この学則は、2026 年４月１日から施行する。 

2026 年度から 2028 年度までの間の収容定員は、改正後の第３条第２項の規定にかかわらず、次

の表のとおりとする。 

学部 学科 専攻 2026 年度 2027 年度 2028 年度 

国際社会学部 国際社会学科 

国際社会専攻 ９４７人 ８９８人 ８４９人 

地域児童教育専攻 ２００人 ２００人 ２００人 

3 年次編入 ４人 ４人 ４人 

デジタル共創学部 デジタル共創学科  １００人 ２００人 ３００人 

計 1,２５１人 １,３０２人 １,３５３人 
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共愛学園前橋国際大学履修規程 

                        （1999 年 4 月１日制定） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、学則 28 条に基づき、授業科目の履修の取扱いについて必要な事項を定める。 

 

（授業科目の公示） 

第２条 授業科目、単位数、授業時間割は、当該年度の始めに公示する。 

２ 授業科目・単位数及び卒業要件は、別表第１のとおりとする。 

３ 教育職員免許状及び保育士資格の種類は別表第２のとおりとする。 

４ 教育職員免許状及び保育士資格を取得するための授業科目及び単位数は、別表第３のとおりとする。 

 

（日本語教師養成プログラムの履修） 

第３条 本学に日本語教師養成プログラムの課程を置く。 

２ 日本語教師養成プログラムの履修に関する事項は別に定める。 

 

（KYOAI GLOCAL HONORS の履修）  

第４条 本学に KYOAI GLOCAL HONORS の課程を置く。 

２ KYOAI GLOCAL HONORS の履修に関する事項は別に定める。 

 

（履修登録） 

第５条 学生は、履修しようとする授業科目の登録を行わなければならない。 

２ 登録は、所定の期間内に履修届を学生センターに提出して行う。 

 

（履修登録の制限） 

第６条 履修しようとする授業科目が次のいずれかに該当する場合は、登録することができない。 

（１）同一時間に２以上の科目 

（２）既に単位を修得済みの科目 

（３）上級年次に配当されている科目 

 

（授業の履修） 

第７条 学生は、履修登録した科目の授業に出席しなければならない。ただし以下の理由による欠席は、欠席

数に算入されない。 

（１）忌引 

ア 配偶者   10 日間  

イ 父母    ７日間  

ウ 子     ５日間  

エ 兄弟姉妹  ３日間  

オ 祖父母   ３日間  

（２）公認欠席  

ア 伝染病（インフルエンザ・コロナ等） 

イ クラブ等の課外活動（学生センターが認めた場合） 

ウ 就職活動（キャリアセンターが認めた場合） 

エ その他学生センターが認めた場合  

 

（学期末試験） 
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第８条 学期末試験は、期間を定めて行う。試験方法、時間等については、試験開始の２週間前に発表する。 

２ 前項の規定にかかわらず、授業科目の担当教員は、必要に応じて試験を行うことができる。 

 

（追試験） 

第９条 前条の試験に欠席した者は、受験の資格を失う。ただし病気、クラブ活動、就職試験、忌引、天災等

のやむを得ない理由の場合は、願により追試験を行う。 

 

（再試験） 

第 10 条 不合格となった科目については、再試験は行わない。ただし卒業に必要な単位数に２科目４単位以

内の不足がある場合で、担当教員および学生センターが認めた場合には、願により最終学年在籍者に対して

のみ再試験を行う。 

 

（単位の授与） 

第 11 条 登録した授業科目については、試験の成績や出席状況等により成績を評価し、合格した科目につい

ては、単位を授与する。 

 

（授業の方法） 

第 12 条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行うもの

とする。 

２ 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を教室以

外の場所で履修することができる。この場合において、卒業の要件として修得すべき単位数のうち、当該授

業の方法により修得する単位数は、60 単位を超えないものとする。 

３ 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外の場所

で行うことができる。 

 

（成績評価の基準） 

第 13 条 成績の評価は、秀（90～100 点、成績評価の厳格化により原則上位 10％以内）、優（80～100 点）、

良（70～79 点）、可（60～69 点）、不可（59 点以下）、抹消(受験資格なし)、欠席（試験受験せず）及び認定

とする。 

２ 前項の評価のうち、不可・抹消・欠席については不合格とする。 

 

 （規程の改廃） 

第 14 条 この規程の改廃は、教授会の議を経て、学長が決定する。 

 

 

附 則 

この規程は、1999 年４月１日より施行する。 

この規程は、2000 年４月１日より施行する。 

この規程は、2001 年４月１日より施行する。 

この規程は、2003 年４月１日より施行する。 

この規程は、2015 年４月１日より施行する。  

この規程は、2016 年４月１日より施行する。 

この規程は、2018 年４月１日より施行する。 

この規程は、2019 年４月１日より施行する。 

この規程は、2023 年４月１日より施行する。 

この規程は、2025 年４月１日より施行する。 

この規程は、2026 年４月１日より施行する。 

① 旧規程第４条において規定された副専攻課程については、2022 年度以前の 1 年次入学生ならびに

2024 年度以前の 3 年次編入生の在籍が認められなくなるまで、なお従前の例とする。 
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② 別表第１（ロ）、別表第２（ロ）及び別表第３（ロ）については、2022 年度以前の 1 年次入学生なら

びに 2024 年度以前の 3 年次編入生の在籍が認められなくなった年度をもって廃止する。 
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別表第1

必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル

Unified EnglishⅠ 1 2 FL ENG 1

Unified EnglishⅡ 1 2 FL ENG 1

Spoken EnglishⅠ 1 2 FL ENG 1

Spoken EnglishⅡ 1 2 FL ENG 1

中国語Ⅰ 1 2 FL CHI 1

中国語Ⅱ 1 2 FL CHI 1

フランス語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

フランス語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

スペイン語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

スペイン語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

ポルトガル語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

ポルトガル語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

ハングル語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

ハングル語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

Written EnglishⅠ 2 2 FL ENG 2

Written EnglishⅡ 2 2 FL ENG 2

World Cultures in English 2 2 FL ENG 2

SDGs in English 2 2 FL ENG 2

フランス語Ⅲ 2 2 FL MUL 2

フランス語Ⅳ 2 2 FL MUL 2

ハングル語Ⅲ 2 2 FL MUL 2

ハングル語Ⅳ 2 2 FL MUL 2

中国語AⅠ 1 2 FL CHI 1

中国語AⅡ 1 2 FL CHI 1

中国語BⅠ 1 2 FL CHI 1

中国語BⅡ 1 2 FL CHI 1

フランス語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

フランス語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

スペイン語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

スペイン語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

ポルトガル語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

ポルトガル語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

ハングル語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

ハングル語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

中国語CⅠ 2 2 FL CHI 2

中国語CⅡ 2 2 FL CHI 2

フランス語Ⅲ 2 2 FL MUL 2

フランス語Ⅳ 2 2 FL MUL 2

ハングル語Ⅲ 2 2 FL MUL 2

ハングル語Ⅳ 2 2 FL MUL 2

Advancing English 2 2 FL ENG 2

World Cultures in English 2 2 FL ENG 2

SDGs in English 2 2 FL ENG 2

中国語で学ぶ現代中国事情 3 2 FL CHI 3

Spoken EnglishⅠ 1 2 FL ENG 1

Spoken EnglishⅡ 1 2 FL ENG 1

中国語Ⅰ 1 2 FL CHI 1

中国語Ⅱ 1 2 FL CHI 1

フランス語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

フランス語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

スペイン語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

スペイン語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

ポルトガル語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

ポルトガル語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

ハングル語Ⅰ 1 2 FL MUL 1

ハングル語Ⅱ 1 2 FL MUL 1

備考

学
 
部
 
共
 
通
 
科
 
目

共
愛
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

区分
配当
年次

単位

共
愛
中
国
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

共
愛
多
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

外
 
国
 
語
 
科
 
目

ナンバー
科目名
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必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

フランス語Ⅲ 2 2 FL MUL 2

フランス語Ⅳ 2 2 FL MUL 2

ハングル語Ⅲ 2 2 FL MUL 2

ハングル語Ⅳ 2 2 FL MUL 2

Advancing English A 2 2 FL ENG 2

Advancing English B 2 2 FL ENG 2

World Cultures in English 2 2 FL ENG 2

SDGs in English 2 2 FL ENG 2

日本語Ⅰ 1 2 FL JPN 1

日本語Ⅱ 1 2 FL JPN 1

日本事情Ⅰ 1 2 FL JPN 1

日本事情Ⅱ 1 2 FL JPN 1

日本語ライティング 1 2 FL JPN 1

日本語会話 1 2 FL JPN 1

日本語Ⅲ 2 2 FL JPN 2

日本語Ⅳ 2 2 FL JPN 2

情報リテラシー 1 2 MI ICT 1

情報処理演習 1 2 MI ICT 1

データサイエンス 2 2 MI STA 2

数的処理 2 2 MI STA 2

ICT活用実践特講 2 2 MI ICT 2

社会とAI 3 2 MI ICT 3

キリスト教概論Ⅰ 1 2 KC KYO 1

キリスト教概論Ⅱ 1 2 KC KYO 1

共生のリテラシー 1 2 KC KYO 1

ジェンダーとダイバーシティ 1 2 KC KYO 1

男女共同参画論 1 2 KC KYO 1

教育と心理「教育心理学」 1 2 KC KYO 1

音楽と共生 1 2 KC KYO 1

保育原理 1 2 CE SSA 1

キリスト教と多文化社会 2 2 KC KYO 2

聖書の世界 2 2 KC KYO 2

人権と共生 2 2 KC KYO 2

教育と人間「教育原理Ⅰ」 2 2 KC KYO 2

社会福祉 2 2 CE SSA 2

保育の心理学 2 2 CE SSA 2

グローカル・シチズンシップ 3 2 KC KYO 3

こども家庭福祉 3 2 CE SSA 3

こども家庭支援の心理学 3 2 CE SSA 3

経済学概論I 1 2 KC GLO 1

経済学概論II 1 2 KC GLO 1

憲法Ⅰ 1 2 KC GLO 1

憲法Ⅱ 1 2 KC GLO 1

SDGsと国際社会 2 2 KC GLO 2

異文化理解 2 2 KC GLO 2

教育と社会「教育原理Ⅱ」 2 2 KC GLO 2

群馬を知る 1 2 KC LOC 1

前橋市を考える 1 2 KC LOC 1

地域と企業 2 2 KC LOC 2

群馬の産業と社会（近代） 2 2 KC LOC 2

まちづくりデザイン 3 2 KC LOC 3

群馬の環境政策 3 2 KC LOC 3

キャリア・プランニングⅠ 1 2 CA PLN 1

キャリア・プランニングⅡ 2 2 CA PLN 2

キャリア・プランニングⅢ 2 2 CA PLN 2

インターンシップ 2 2 CA INT 2

教育実習事前事後指導（初等） 2 2 CA KYJ 2

学
 
部
 
共
 
通
 
科
 
目

共
愛
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
理
解
領
域

共
愛
多
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

外
 
国
 
語
 
科
 
目

キ
ャ

リ
ア
科
目

M
I
D
A
科
目

国
際
・
社
会
理
解
領
域

共
 
愛
 
コ
 
ア
 
科
 
目

共
愛
・
共
生
領
域
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必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

教育実習事前事後指導（幼） 2 2 CE TPA 3

教育実習・幼稚園Ⅰ 2 2 CE TPA 3

保育実習指導Ⅰ 2 2 CE TPA 2

キャリア・プランニングⅣ 3 4 CA PLN 3

教育実習・初等 3 4 CA KYJ 3

教育実習・幼稚園Ⅱ 3 2 CE TPA 3

保育実習Ⅰ 3 4 CE TPA 3

台湾異文化研修 1 2 GL GLO 1

タイ異文化研修 1 2 GL GLO 1

ミッショングローバル研修 1 2 GL GLO 1

One on one オンライン研修 1 2 GL GLO 1

ベトナム異文化研修 1 2 GL GLO 1

ブルガリア・ルーマニア研修 1 2 GL GLO 1

語学研修（英語圏I） 1 4 GL GLO 1

語学研修（英語圏II） 1 6 GL GLO 1

語学研修（英語圏外I） 1 2 GL GLO 1

語学研修（英語圏外II） 1 4 GL GLO 1

Global Learning A 1 2 GL GLO 1

Global Learning B 1 4 GL GLO 1

カナダPBL研修 1 2 GL GLO 1

中期海外研修 2 4 GL GLO 2

長期海外研修 2 6 GL GLO 2

海外教育研修 2 4 GL GLO 2

海外長期インターンシップ 2 6 GL GLO 2

取材型地域企業研究 1 2 GL LOC 1

ボランティア実習 1 2 GL LOC 1

企業人オムニバス講座 1 2 GL LOC 1

地域課題発見実践 1 2 GL LOC 1

地域プロジェクト演習（児童向けGWS） 1 2 GL LOC 1

地域プロジェクト演習（自然体験支援） 1 2 GL LOC 1

地域プロジェクト演習（共愛COCO） 1 2 GL LOC 1

地域プロジェクト演習（スワローピック） 1 2 GL LOC 1

地域プロジェクト演習（共愛ファーム） 1 2 GL LOC 1

地域活性化演習（まちなか商店街） 1 2 GL LOC 1

地域活性化演習（スローシティ） 1 4 GL LOC 1

地域プロジェクト演習（Life Design & Gender Lab） 1 2 GL LOC 1

Self-Design Challenge 1 2 GL LOC 1

群馬で学ぶ 2 2 GL LOC 1

前橋市で学ぶ 2 2 GL LOC 1

地域とアート 2 2 GL LOC 2

街づくり実践演習 2 2 GL LOC 2

地域アドバンス演習（自然体験支援） 2 2 GL LOC 2

地域アドバンス演習（共愛COCO） 2 2 GL LOC 2

地域アドバンス演習（スワローピック） 2 2 GL LOC 2

地域アドバンス演習（共愛ファーム） 2 2 GL LOC 2

地域活性化演習（過疎地域課題探究） 2 2 GL LOC 2

地域活性化演習（絹織物） 2 2 GL LOC 2

地域活性化演習（共生） 2 2 GL LOC 2

地域活性化演習（スローシティ上級） 2 4 GL LOC 2

シティズンシップ演習 2 2 GL LOC 2

メディアの中のグローカル 2 2 GL LOC 2

地域食育実践I 2 2 GL LOC 2

地域企業人の経営力を学ぶ 2 2 GL LOC 2

長期インターンシップ 2 12 GL LOC 2

介護等体験 2 2 GL LOC 2

Glocal Seminar I 2 2 GL SEM 2

Glocal Seminar Ⅱ 2 2 GL SEM 2

学
 
部
 
共
 
通
 
科
 
目

L
o
c
a
l
領
域
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ア
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目
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O
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目
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o
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a
l

P
B
L
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必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

国語表現 1 2 CO CUL 1

国語力講座 1 2 CO CUL 1

自然と地理 1 2 CO CUL 1

社会学 1 2 CO CUL 1

哲学 1 2 CO CUL 1

日本近代史 1 2 CO CUL 1

日本現代史 1 2 CO CUL 1

人々の生活と地理 1 2 CO CUL 1

倫理学概説 1 2 CO CUL 1

南東欧とロシアの歴史と文化 1 2 CO CUL 1

College Grammar 1 2 EC ELS 1 英語コミュニケーションコース専門科目

多文化共生社会Ⅰ 1 2 IS CCA 1 国際コース専門科目

世界のフィールドワーク入門 1 2 IS IPA 1 国際コース専門科目

文化人類学 1 2 IS GUW 1 国際コース専門科目

東アジア比較文化論 1 2 IS GUR 1 国際コース専門科目

歴史学入門 1 2 IS GUW 1 国際コース専門科目

政治学入門 1 2 IS GUW 1 国際コース専門科目

アメリカの歴史と文化 1 2 IS GUR 1 国際コース専門科目

経営学Ⅰ 1 2 IM BAS 1 情報・経営コース専門科目

統計 1 2 IM BAS 1 情報・経営コース専門科目

情報処理概論 1 2 IM BAS 1 情報・経営コース専門科目

アルゴリズム 1 2 IM BAS 1 情報・経営コース専門科目

現代社会と法 1 2 IM BAS 1 情報・経営コース専門科目

いのちを考える 1 2 PH PHI 1 心理・人間文化専門科目

キリスト教と芸術 1 2 PH REL 1 心理・人間文化専門科目

コミュニケーション技法 1 2 PH PSY 1 心理・人間文化専門科目

日本文学 1 2 PH LIT 1 心理・人間文化専門科目

地域社会学 1 2 PH SOC 1 心理・人間文化専門科目

世界の文学（欧米） 1 2 PH LIT 1 心理・人間文化専門科目

物語で読み解く聖書 1 2 PH REL 1 心理・人間文化専門科目

考古学 1 2 PH ARC 1 心理・人間文化専門科目

心理学概論 1 2 PH PSY 1 心理・人間文化専門科目

西洋史概説 1 2 PH HIS 1 心理・人間文化専門科目

東洋史概説 1 2 PH HIS 1 心理・人間文化専門科目

日本史概説 1 2 PH HIS 1 心理・人間文化専門科目

民俗学 1 2 PH FOS 1 心理・人間文化専門科目

初等国語概説(書写を含む。） 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

初等社会概説 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

初等理科概説 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

こどもの生活と学び 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

生活科概説 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

初等音楽概説 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

図画工作概説 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

造形 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

初等家庭概説 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

初等体育概説 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

初等英語概説 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

こどもと音楽 1 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

保育内容総論 1 2 CE SSA 1 幼児教育・保育コース専門科目

幼児と健康 1 2 CE SSA 1 幼児教育・保育コース専門科目

幼児と人間関係 1 2 CE SSA 1 幼児教育・保育コース専門科目

幼児と環境 1 2 CE SSA 1 幼児教育・保育コース専門科目

幼児と言葉 1 2 CE SSA 1 幼児教育・保育コース専門科目

幼児と表現 1 2 CE SSA 1 幼児教育・保育コース専門科目

ピアノ奏法Ⅰ 1 2 CE SSA 1 幼児教育・保育コース専門科目

ピアノ奏法Ⅱ 1 2 CE SSA 1 幼児教育・保育コース専門科目

世界経済 2 2 CO CUL 2

学
 
部
 
共
 
通
 
科
 
目
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必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

初等国語授業デザイン 2 2 EE SSA 1

World Englishes 2 2 EC ICU 1 英語コミュニケーションコース専門科目

English for Teachers Ⅰ 2 2 EC ELT 2 英語コミュニケーションコース専門科目

English for Teachers Ⅱ 2 2 EC ELT 2 英語コミュニケーションコース専門科目

米文学論 2 2 EC ELT 2 英語コミュニケーションコース専門科目

教育言語学 2 2 EC ELT 3 英語コミュニケーションコース専門科目

英語教育のための文法と談話 2 2 EC ELT 2 英語コミュニケーションコース専門科目

コミュニケーション概論 2 2 EC CSS 1 英語コミュニケーションコース専門科目

コミュニケ――ションのための言語学 2 2 EC CSS 1 英語コミュニケーションコース専門科目

国際法 2 2 IS GUW 1 国際コース専門科目

東南アジア論 2 2 IS GUR 1 国際コース専門科目

ヨーロッパの歴史と文化 2 2 IS GUR 1 国際コース専門科目

中国の歴史と文化 2 2 IS GUR 1 国際コース専門科目

海外フィールドワーク（ハワイ） 2 2 IS IPA 1 国際コース専門科目

海外フィールドワーク（マレーシア） 2 2 IS IPA 1 国際コース専門科目

海外フィールドワーク（イタリア） 2 2 IS IPA 1 国際コース専門科目

海外フィールドワーク（韓国） 2 2 IS IPA 1 国際コース専門科目

海外フィールドワーク（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ） 2 2 IS IPA 1 国際コース専門科目

海外フィールドワーク（ネパール） 2 2 IS IPA 1 国際コース専門科目

観光概論 2 2 IS GUW 1 国際コース専門科目

地域と環境 2 2 IS CCA 1 国際コース専門科目

環境と心理 2 2 IS CCA 1 国際コース専門科目

国際社会の諸問題 2 2 IS GUW 1 国際コース専門科目

群馬の産業と社会（前近代） 2 2 PH RES 1 心理・人間文化コース専門科目

現代社会と聖書 2 2 PH REL 1 心理・人間文化コース専門科目

近代日本の成立 2 2 PH HIS 1 心理・人間文化コース専門科目

社会心理学 2 2 PH PSY 1 心理・人間文化コース専門科目

青年心理学 2 2 PH PSY 1 心理・人間文化コース専門科目

比較文学文化 2 2 PH LIT 1 心理・人間文化コース専門科目

社会文化心理学 2 2 PH PSY 1 心理・人間文化コース専門科目

発達心理学 2 2 PH PSY 1 心理・人間文化コース専門科目

学校フィールド学習A 2 2 EE TPA 2 学校教育コース専門科目

群馬の言葉とこども 2 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

こどもと家族 2 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

算数概説 2 2 EE SSA 1 学校教育コース専門科目

健康運動実習 2 2 EE ETA 2 学校教育コース,幼児教育・保育コース専門科目

地誌 3 2 CO CUL 3

地誌概論 3 2 CO CUL 3

教育のユニバーサルデザイン 3 2 EE SSA 3

英語学 3 2 EC ELT 3 英語コミュニケーションコース専門科目

英文学論 3 2 EC ELT 3 英語コミュニケーションコース専門科目

英米地域研究 3 2 EC ICU 3 英語コミュニケーションコース専門科目

第二言語習得論Ⅰ 3 2 EC ELT 3 英語コミュニケーションコース専門科目

第二言語習得論Ⅱ 3 2 EC ELT 3 英語コミュニケーションコース専門科目

地域コミュニティ論 3 2 IS CCA 4 国際コース専門科目

朝鮮半島の歴史と文化 3 2 IS GUR 2 国際コース専門科目

国際関係論 3 2 IS GUW 2 国際コース専門科目

地域史研究 3 2 PH HIS 3 心理・人間文化コース専門科目

手話の理論と実践 3 2 PH LIN 1 心理・人間文化コース専門科目

学校フィールド学習B 3 2 EE TPA 3 学校教育コース専門科目

教職論 1 2 TT EDU 1

教育課程論 1 2 TT EDU 1

教育方法・技術 2 2 TT EDU 2

道徳の理論と指導法 2 2 TT EDU 2

生徒指導論 2 2 TT EDU 2

教育相談論 2 2 TT EDU 2

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 3 2 TT EDU 3

学
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必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

進路指導論 3 2 TT EDU 3

特別支援教育（共生の教育） 3 2 TT EDU 3

社会総合 3 2 TT EDU 3

歴史総合 3 2 TT EDU 3

公民総合 3 2 TT EDU 3

教科内容構成（地歴） 3 2 TT EDU 3

教科内容構成（公民） 3 2 TT EDU 3

社会科・地歴科教育法Ⅰ 3 2 TT EDU 3

社会科・地歴科教育法Ⅱ 3 2 TT EDU 3

社会科・公民科教育法Ⅰ 3 2 TT EDU 3

社会科・公民科教育法Ⅱ 3 2 TT EDU 3

英語科教育法Ⅰ 3 4 TT EDU 3

英語科教育法Ⅱ 3 4 TT EDU 3

教育実習事前事後指導（中等） 3 2 TT EDU 3

教育実習・中等A 4 2 TT EDU 4

教育実習・中等B 4 4 TT EDU 4

教職実践演習 4 2 TT EDU 4

日本語教育概論 1 2 TT JPN 1

日本語教授法 1 2 TT JPN 1

日本語教授法演習Ⅰ 2 2 TT JPN 2

日本語教授法演習Ⅱ 2 2 TT JPN 2

日本語教育実習（事前事後指導含む。） 3 2 TT JPN 3

Glocal Honors 演習Ⅰ 1 2 HP KGH 1

Glocal Honors 演習Ⅱ 1 2 HP KGH 1

Honors Project Ⅰ 1 2 HP KGH 1

Honors Project Ⅱ 1 2 HP KGH 1

Glocal Honors 演習Ⅲ 2 2 HP KGH 2

Glocal Honors 演習Ⅳ 2 2 HP KGH 2

Honors Project Ⅲ 2 2 HP KGH 2

Honors Project Ⅳ 2 2 HP KGH 2

College Grammar 1 2 EC ELS 1

Professional Presentations 1 2 EC EPP 2

Speech Clinic I 1 2 EC ELS 2

Speech Clinic II 1 2 EC ELS 2

World Englishes 2 2 EC ICU 1

コミュニケーション概論 2 2 EC CSS 1

コミュニケーションのための言語学 2 2 EC CSS 1

Business English I 2 2 EC EPP 2

Business English II 2 2 EC EPP 2

College Writing 2 2 EC ELS 2

Media & Society Ⅰ 2 2 EC CSS 2

Media & Society Ⅱ 2 2 EC CSS 2

Speaking of Japan I 2 2 EC CSS 2

Speaking of Japan II 2 2 EC CSS 2

Tourism English 2 2 EC EPP 2

English Reading 2 2 EC ELS 2

English for Teachers Ⅰ 2 2 EC ELT 2

English for Teachers Ⅱ 2 2 EC ELT 2

英語教育のための文法と談話 2 2 EC ELT 2

米文学論 2 2 EC ELT 2

Multi-Cultural Communication 2 2 EC ICU 3

Multi-Cultural Understanding 2 2 EC ICU 3

教育言語学 2 2 EC ELT 3

Comprehensive English I 3 2 EC ELS 3

Comprehensive English Ⅱ 3 2 EC ELS 3

English for Global Issues Ⅰ 3 2 EC ICU 3

English for Global Issues Ⅱ 3 2 EC ICU 3
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必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

Problem Based Training 3 2 EC EPP 3

Thesis Writing 3 2 EC EPP 3

英米地域研究 3 2 EC ICU 3

第二言語習得論Ⅰ 3 2 EC ELT 3

第二言語習得論Ⅱ 3 2 EC ELT 3

翻訳・通訳演習 3 2 EC EPP 3

English through Drama 3 2 EC ICU 3

英語学 3 2 EC ELT 3

英文学論 3 2 EC ELT 3

Advanced Reading 3 2 EC ELS 4

Advanced Speaking I 3 2 EC CSS 4

Advanced Speaking II 3 2 EC CSS 4

Advanced Listening 3 2 EC CSS 4

Team Based Learning 3 2 EC EPP 4

多文化共生社会Ⅰ 1 2 IS CCA 1

世界のフィールドワーク入門 1 2 IS IPA 1

文化人類学 1 2 IS GUW 1

政治学入門 1 2 IS GUW 1

東アジア比較文化論 1 2 IS GUR 1

アメリカの歴史と文化 1 2 IS GUR 1

歴史学入門 1 2 IS GUW 1

東南アジア論 2 IS GUR 1

国際法 2 2 IS GUW 1

ヨーロッパの歴史と文化 2 2 IS GUR 1

中国の歴史と文化 2 2 IS GUR 1

海外フィールドワーク（ハワイ） 2 4 IS IPA 1

海外フィールドワーク（マレーシア） 2 4 IS IPA 1

海外フィールドワーク（イタリア） 2 4 IS IPA 1

海外フィールドワーク（韓国） 2 4 IS IPA 1

海外フィールドワーク（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ） 2 4 IS IPA 1

海外フィールドワーク（ネパール） 2 4 IS IPA 1

観光概論 2 2 IS GUW 1

地域と環境 2 2 IS CCA 1

環境と心理 2 2 IS CCA 1

国際社会の諸問題 2 2 IS GUW 1

国際関係の歴史を知る 2 2 IS GUW 2

国際機構論 2 2 IS GUW 2

フィールドワークの方法Ⅰ 2 2 IS IPA 3

フィールドワークの方法Ⅱ 2 2 IS IPA 4

国際関係論 3 2 IS GUW 2

イスラームの歴史と文化 3 2 IS GUR 2

朝鮮半島の歴史と文化 3 2 IS GUR 2

地域と観光 3 2 IS CCA 3

国際経済・経営 3 2 IS GUW 3

国際移民論 3 2 IS GUW 3

多文化共生社会Ⅱ 3 2 IS CCA 3

国際NPO・NGO論 3 2 IS GUW 3

英語で読む国際問題 3 2 IS GUW 4

国際協力実践演習 3 2 IS IPA 4

地域コミュニティ論 3 2 IS CCA 4

Global Studies 3 2 IS GUW 4

経営学Ⅰ 1 2 IM BAS 1

統計 1 2 IM BAS 1

情報処理概論 1 2 IM BAS 1

アルゴリズム 1 2 IM BAS 1

現代社会と法 1 2 IM BAS 1

情経オムニバス 1 2 IM BAS 2

専
　
門
　
科
　
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
コ
ー

ス

国
際
コ
ー

ス

経
営
コ
ー

ス



18

必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

簿記会計 1 2 IM BAS 2

バーチャルカンパニーⅠ 1 2 IM EAM 2

バーチャルカンパニーⅡ 1 2 IM EAM 2

チーム開発演習Ⅰ 1 2 IM IST 2

チーム開発演習Ⅱ 1 2 IM IST 2

経営学Ⅱ 2 2 IM BAS 2

地域経営 2 2 IM EAM 2

ミクロ経済学 2 2 IM EAM 2

マクロ経済学 2 2 IM EAM 2

マーケティング 2 2 IM MSE 2

イノベーション・ベンチャー 2 2 IM MSE 2

サービスサイエンス 2 2 IM MSE 2

意思決定論 2 2 IM MSE 2

オペレーションズ・リサーチ 2 2 IM MSE 2

情報倫理 2 2 IM MSE 2

データベース 2 2 IM IST 2

コンピュータネットワーク 2 2 IM IST 2

コンピュータグラフィックス 2 2 IM IST 2

プログラミング 2 2 IM IST 2

データサイエンス演習 2 2 IM IST 2

金融 2 2 IM EAM 2

バーチャルカンパニーⅢ 2 4 IM EAM 3

経営情報 3 2 IM BAS 3

経営管理論 3 2 IM MSE 3

オペレーションズ・マネジメント 3 2 IM MSE 3

時事経済 3 2 IM EAM 3

心理学概論 1 2 PH PSY 1

コミュニケーション技法 1 2 PH PSY 1

いのちを考える 1 2 PH PHI 1

キリスト教と芸術 1 2 PH REL 1

日本史概説 1 2 PH HIS 1

西洋史概説 1 2 PH HIS 1

東洋史概説 1 2 PH HIS 1

民俗学 1 2 PH FOS 1

考古学 1 2 PH ARC 1

日本文学 1 2 PH LIT 1

世界の文学（欧米） 1 2 PH LIT 1

地域社会学 1 2 PH SOC 1

物語で読み解く聖書 1 2 PH REL 1

現代社会と聖書 2 2 PH REL 1

社会文化心理学 2 2 PH PSY 1

社会心理学 2 2 PH PSY 1

青年心理学 2 2 PH PSY 1

比較文学文化 2 2 PH LIT 1

発達心理学 2 2 PH PSY 1

近代日本の成立 2 2 PH HIS 1

群馬の人と思想 2 2 PH RES 2

人間を考える 2 2 PH PHI 2

人格心理学 2 2 PH PSY 2

群馬の産業と社会（前近代） 2 2 PH RES 2

臨床心理学 2 2 PH PSY 2

心理学研究法Ⅰ 2 2 PH PSY 3

心理学研究法Ⅱ 2 2 PH PSY 3

手話の理論と実践 3 2 PH LIN 1

ポップカルチャー論 3 2 PH CUL 2

障害児心理学 3 2 PH PSY 2

地域史研究 3 2 PH HIS 3

専
　
門
　
科
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必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

発達臨床心理学 3 2 PH PSY 3

教職論 1 2 EE ETA 1

教育課程論 1 2 EE ETA 1

初等国語概説（書写を含む。） 1 2 EE SSA 1

初等社会概説 1 2 EE SSA 1

初等理科概説 1 2 EE SSA 1

こどもの生活と学び 1 2 EE SSA 1

生活科概説 1 2 EE SSA 1

初等音楽概説 1 2 EE SSA 1

図画工作概説 1 2 EE SSA 1

造形 1 2 EE SSA 1

初等家庭概説 1 2 EE SSA 1

初等体育概説 1 2 EE SSA 1

初等英語概説 1 2 EE SSA 1

こどもと音楽 1 2 EE SSA 1

群馬の言葉とこども 2 2 EE SSA 1

こどもと家族 2 2 EE SSA 1

算数概説 1 2 EE SSA 1

教育方法・技術 2 2 EE ETA 2

道徳の理論と指導法 2 2 EE ETA 2

生徒指導論 2 2 EE ETA 2

教育相談論 2 2 EE ETA 2

初等国語科教育法（書写を含む。） 2 2 EE PTA 2

初等社会科教育法 2 2 EE PTA 2

算数科教育法 2 2 EE PTA 2

初等理科教育法 2 2 EE PTA 2

生活科教育法 2 2 EE PTA 2

初等音楽科教育法 2 2 EE PTA 2

図画工作科教育法 2 2 EE PTA 2

初等家庭科教育法 2 2 EE PTA 2

初等体育科教育法 2 2 EE PTA 2

初等英語科教育法 2 2 EE PTA 2

学校フィールド学習A 2 2 EE TPA 2

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 3 2 EE ETA 3

進路指導論 3 2 EE ETA 3

特別支援教育（共生の教育） 3 2 EE ETA 3

健康運動実習 3 2 EE ETA 2

初等英語実践演習 3 2 EE PTA 3

学校フィールド学習B 3 2 EE TPA 3

教職実践演習 4 2 EE TPA 4

保育内容総論 1 2 CE SSA 1

幼児と健康 1 2 CE SSA 1

幼児と人間関係 1 2 CE SSA 1

幼児と環境 1 2 CE SSA 1

幼児と言葉 1 2 CE SSA 1

幼児と表現 1 2 CE SSA 1

ピアノ奏法Ⅰ 1 2 CE SSA 1

ピアノ奏法Ⅱ 1 2 CE SSA 1

保育内容「健康」の指導法 2 2 CE PTA 2

保育内容「人間関係」の指導法 2 2 CE PTA 2

保育内容「環境」の指導法 2 2 CE PTA 2

保育内容「言葉」の指導法 2 2 CE PTA 2

保育内容「表現」の指導法 2 2 CE PTA 2

教育方法・技術 2 2 TT EDU 2

教育相談論 2 2 TT EDU 2

乳児保育Ⅰ 2 2 CE SSA 2

乳児保育Ⅱ 2 2 CE SSA 2

専
　
門
　
科
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必修
選択
必修

選択 分野 領域 レベル
備考区分

配当
年次

単位 ナンバー
科目名

こどもの保健 2 2 CE SSA 3

障害児保育 2 2 CE SSA 2

こどもの遊び 2 2 CE SSA 2

こどもの育ちと家庭・地域 2 2 CE SSA 2

こどもと自然 2 2 CE SSA 2

児童文化財と遊び 2 2 CE SSA 3

アートと遊び 2 2 CE SSA 2

教師・保育者論 3 2 CE SSA 3

特別支援教育（共生の教育） 3 2 CE SSA 3

教育・保育課程論 3 2 CE SSA 3

こどもの理解と援助 3 2 CE SSA 3

こども家庭支援論 3 2 CE SSA 3

こどもの健康と安全 3 2 CE SSA 2

こどもの食と栄養 3 2 CE SSA 3

社会的養護Ⅰ 3 2 CE SSA 3

社会的養護Ⅱ 3 2 CE SSA 3

子育て支援論 3 2 CE SSA 3

健康運動実習 3 2 EE ETA 2

保育実習指導Ⅱ 3 2 CE TPA 3

保育実習指導Ⅲ 3 2 CE TPA 3

保育・教職実践演習（幼） 4 2 CE TPA 4

保育実習Ⅱ 4 2 CE TPA 4

保育実習Ⅲ 4 2 CE TPA 4

基礎演習I 1 2 SE SEM 1

基礎演習II 1 2 SE SEM 1

課題演習I 3 2 SE SEM 3

課題演習II 3 2 SE SEM 3

卒業研究 4 4 SE SEM 4

幼稚園免許だけに関係する科目

小学校免許だけに関係する科目

幼小両方の免許に関係する科目

教員免許には関係しない地域児童教育専攻の科目

卒業要件や履修方法に関する事項

卒業要件
外国語科目      12単位以上
MIDA科目　　　　10単位以上（必修8単位、選択必修2単位）

16単位以上＜共愛・共生領域＞必修 4単位、＜国際・社会理解領域＞必修2単位、
　　　　　　　　　　　　　＜共愛・共生領域＞＜国際・社会領域＞＜地域理解領域＞からそれぞれ選択必修2単位以上

10単位（必修4単位、選択必修1から2単位以上、選択必修2から4単位以上）
GLOCAL科目　　8単位以上＜Glocal PBL＞必修4単位、＜Global領域＞＜Local領域＞それぞれ履修するのが望ましい
専門科目   　　 44単位以上
演習          12単位    （必修12単位）
合計          124単位以上

①各科目の履修の方法等に関しては別途、履修要項にて定める。
②外国語科目、MIDA科目、共愛コア科目、キャリア科目、GLOCAL科目、専門科目

③課題演習の受講資格

④卒業研究の受講資格

⑤科目名を変更した科目を履修する場合は、入学年度の旧科目名を適用することとする。

卒業要件以上に取得した外国語科目、MIDA科目、共愛コア科目、キャリア科目、GLOCAL科目、専門科目の単位について
はセルフデザインに組入れる。

課題演習を受講するためには、受講時までにGPAが2.0以上で基礎演習Ⅰと基礎演習Ⅱを含み卒業要件単位として44単位
以上を既に取得していなければならない。ただし3年次編入学の場合は例外としてこれらの条件を満たさなくても良

⑥教職聴講学生規程に則り聴講願を提出して聴講を認められた学生は、他専攻で取得した単位を他大学で履修した単位
と合わせて62単位まで専攻の単位として認めることができる。

共愛コア科目　　

キャリア科目　　

卒業研究を受講するためには、受講時までに課題演習Ⅰと課題演習Ⅱを含み卒業要件単位として84単位以上を既に取得
していなければならない。

専
　
門
　
科
　
目

演
習

幼
児
教
育
・
保
育
コ
ー

ス
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別表第2

幼稚園教諭一種免許状

保育士資格

地理歴史

公民

英語

高等学校教諭一種免許状

免許状の種類

小学校教諭一種免許状

教科

中学校教諭一種免許状
社会

英語
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別表第3　幼稚園教諭一種免許状
履修開
始年次 単位 備考

◎憲法Ⅰ 1 2
◎健康運動実習 3 2
◎Spoken EnglishⅠ・Ⅱ 1 4 学部必修

  または中国語AⅠ・AⅡ 1 4
◎情報処理演習 1 2 学部必修

◎幼児と健康 1 2
・こどもの遊び 2 2
◎幼児と人間関係 1 2
・こどもの育ちと家庭・地域 2 2
◎幼児と環境 1 2
・こどもと自然 2 2
◎幼児と言葉 1 2
・児童文化財と遊び 2 2
◎幼児と表現 1 2
◎ピアノ奏法Ⅰ 1 2
・ピアノ奏法Ⅱ 1 2
・アートと遊び 2 2
◎保育内容「健康」の指導法 2 2
◎保育内容「人間関係」の指導法 2 2
◎保育内容「環境」の指導法 2 2
◎保育内容「言葉」の指導法 2 2
◎保育内容「表現」の指導法 2 2
◎保育内容総論 1 2
◎教育と人間「教育原理Ⅰ」 2 2
◎教師・保育者論 3 2
◎教育と社会「教育原理Ⅱ」 2 2
◎保育の心理学 2 2
◎特別支援教育（共生の教育） 3 2
◎教育・保育課程論 3 2
◎教育方法・技術 2 2
◎ICT活用実践特講 2 2
◎こどもの理解と援助 3 2
◎教育相談論 2 2
◎教育実習事前事後指導（幼） 2 2
◎教育実習・幼稚園Ⅰ 2 2
◎教育実習・幼稚園Ⅱ 2 2

2 ◎保育・教職実践演習（幼） 4 2
＊◎は必修

　幼稚園教員免許
基
礎
履
修
科

目

(

６
６
条

の
６
）

8

第
一
欄
　
　
　
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目

科目区分
各科目に含めるこ
とが必要な事項

免許法
必要単
位数

授業科目

言葉

第
三
欄

教
育
の
基
礎
的
理

解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム
学校への対応を含む。）
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を
幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過
程

備考

第
二
欄

健康

16

表現

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

表現

環境

人間関係

健康
人間関係

第
四
欄

道
徳
、

総
合
的
な

学
習
の
時
間
等
の

指
導
法
及
び
生
徒

指
導
、

教
育
相
談

等
に
関
す
る
科
目

教育の方法及び技術

履修開
始年次 単位

環境
言葉

4
情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知
識を含む。）の理論及び方法

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解（１単位以上修得）
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ
ム・マネジメントを含む。）

保
育
内
容
の
指
導

法
（

情
報
機
器
及

び
教
材
の
活
用
を

含
む
。
）

第
五
欄

教
育
実
践

に
関
す
る

科
目

教職実践演習

教育実習 5


